
福岡・前原・那珂圏域 流域治水プロジェクト 【取り組みの紹介】（１/2）
№ 機  関  名 種　　　別 分　　　類 対　　　策

1 河床掘削・拡幅、護岸整備等  （周船寺川、水崎川）

2 河床掘削・拡幅、護岸整備等  （若久川）

3 河川改修（地下河川）           （準用河川香椎川）

4 ため池の治水利用

5 ため池の有効活用

6 戦略的な維持管理 排水機場の長寿命化

7 内水氾濫対策 公共下水道（雨水）の整備

8 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 水害リスク情報の共有 内水浸水想定区域図の公表、水位周知下水道の運用等

9 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 雨水貯留浸透機能の向上 雨水流出抑制に対する助成制度

11 春日市 雨水貯留浸透機能の向上 開発に伴う雨水流出抑制に係る規制、指導

12 内水氾濫対策 雨水貯留施設の整備

13 雨水貯留浸透機能の向上 ため池の有効活用

15 古賀市 雨水貯留浸透機能の向上 透水性舗装の実施

16 糸島市 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 水害リスク情報の共有 各種浸水想定区域図（または過去の浸水実績範囲）の作成・公表

17 那珂川市 洪水氾濫対策 河川の浚渫

18 宇美町 開発に伴う雨水流出抑制に係る規制、指導

19 志免町 ため池の有効活用

20 開発に伴う雨水流出抑制に係る規制、指導

21 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 水害リスク情報の共有 各種ハザードマップの作成・公表

22 久山町 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 雨水貯留浸透機能の向上 ため池の補強・有効活用

各種ハザードマップの作成・公表
防災教育、出前講座の実施及び水防災学習の支援

内水氾濫対策
雨水貯留浸透機能の向上

農業水利施設(水路)の整備
ため池の有効活用

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
雨水貯留浸透機能の向上

23 粕屋町 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 住民等への防災情報の周知
様々な防災情報提供ツールや情報提供媒体を活用した防災情報伝達
の強化・多重化

24 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 水害リスク情報の共有 各種ハザードマップの作成・公表

福岡市、筑紫野市、
春日市、大野城市、
太宰府市、古賀市、
糸島市、那珂川市、
宇美町、篠栗町、志免町、
須恵町、新宮町、久山町、
粕屋町

大野城市

14 太宰府市

須恵町

福岡市
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策

雨水貯留浸透機能の向上

筑紫野市
10 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

水害リスク情報の共有
防災意識の啓発



福岡・前原・那珂圏域 流域治水プロジェクト 【取り組みの紹介】（2/2）
№ 機  関  名 種　　　別 分　　　類 対　　　策

25 施設管理者 既存ダムの洪水調節機能の強化 利水ダム等における事前放流の運用

27 雨水貯留浸透機能の向上 透水性舗装の実施

28 河道掘削・拡幅、護岸整備等（多々良川）

29 河道掘削・拡幅、護岸整備等（瑞梅寺川）

33 防災意識の啓発 防災教育、出前講座の実施及び水防災学習の支援

34

35

36

37 防災意識の啓発 防災意識啓発のための広報活動

38 タイムラインの作成、ホットラインの構築 関係機関のホットラインの構築

39 水害リスク情報の共有 各種浸水想定区域図（または過去の浸水実績範囲）の作成・公表

40 粕屋町 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 雨水貯留浸透機能の向上 雨水流出抑制施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※実施済

様々な防災情報提供ツールや情報提供媒体を活用した防災情報伝達
の強化・多重化

福岡森林管理署、
森林整備センター、
福岡県

30
砂防施設の整備、急傾斜地崩壊防止施設の整備、地すべり
防止施設の整備

砂防対策

31

福岡県 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 リアルタイム防災情報の共有 水位計・量水標・河川監視カメラの設置

32 住民等への防災情報の周知

26

福岡県

洪水氾濫対策

内水氾濫対策
雨水貯留浸透機能の向上

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

森林整備、治山対策 森林整備事業の実施、水源林造成事業の実施、治山施設の整備

農業水利施設の整備・有効活用
ため池の補強・有効活用
水田の貯留機能向上



氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

福岡・前原・那珂圏域 流域治水プロジェクト 【取り組みの紹介】

■位置図・写真

河川区域

■取り組み内容の説明

【九州大学移転に伴う西部地域のまちづくり】
九州大学移転に伴い、伊都キャンパス周辺のまちづくりの基盤整備として周船寺川、水崎川の改修を推進します。

・事業名：都市基盤河川改修事業（防災・安全交付金事業）

・福岡市における政策推進プランの重点事業（施策8-2 高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり）

洪水氾濫対策 河道掘削・拡幅、護岸整備等（周船寺川、水崎川） （福岡市の取り組み）

R2年，九州大学伊都キャンパス
学生，職員あわせて

１８,７００人の街が誕生

【国道202号 周船寺橋改築】

国土交通省の事業により令和４年度目途に供用
開始予定。これにより河川のネック箇所が解消され
るため，河川についても，改築にあわせた整備が
必要。

周
船
寺
川

H11浸水範囲

H11浸水範囲

水崎川

周船寺地区

水崎川排水機場

※福岡市都市計画図を基に作成

都市基盤河川 水崎川
九州大学新キャンパスを水害から守ります。

都市基盤河川 周船寺川
九州大学新キャンパスの玄関口である，
周船寺地区の街を水害から守ります。

まちづくりが進む九州大学周辺

①

②

旧河道 約５ｍ

新河道 約１３ｍ

②周船寺橋架替橋長10.5m⇒20.5m

①河道の拡幅・護岸改修

【周船寺川の整備事例】

～大陸文化の玄関口として発展してきた地域を水災害から守る圏域が一体となった流域治水の推進～
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若久川流域は、近年、都市計画道路や福岡都市高速道路環状線が開通するなど、都市化の進展が著しい地域となってい
ます。

準用河川若久川では、平成11年６月豪雨や、平成21年７月中国・九州北部豪雨で床上・床下浸水被害が発生しています。
そこで、流下能力の向上と市街化進展による雨水流出増加に対応するため、令和元年度から準用区間の改修事業に取り

組んでいます。（二級区間は改修済み）

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真

河川区域

■取り組み内容の説明

洪水氾濫対策 河道掘削・拡幅、護岸整備等（若久川） （福岡市の取り組み）

改
修

区
間

L
＝

1
,1

6
0

m

二級河川
若久川
（改修済）

準用河川
若久川
（未改修）

＜浸水範囲＞

：Ｈ21.7.24

若久橋

榊橋

宮ノ下橋

東若久小学校

若久小学校

平成21年7月豪雨直後

平成21年7月豪雨時

水位上昇跡

改修方式：河道掘削
改修延長：1,160ｍ

整備イメージ

＜現況＞

＜現況断面＞

▽H.W.L

＜改修後断面＞

▽H.W.L

■改修後の断面について
現況河道はコンクリート三面張りの掘り込み河道となり，橋梁が多数架かっていることや家

屋が密集していることから，河床を掘り下げる改修方法を予定しています。

福岡・前原・那珂圏域 流域治水プロジェクト 【取り組みの紹介】
～大陸文化の玄関口として発展してきた地域を水災害から守る圏域が一体となった流域治水の推進～

2



香椎川が流れる香椎地区は福岡市の東部副都心であり、商業の中心地として機能しています。
準用河川香椎川では、平成11年６月豪雨や、平成21年７月中国・九州北部豪雨で床上・床下浸水被害が発生しています。
そこで、流下能力の向上と市街化進展による雨水流出増加に対応するため、平成２６年度から河川の改修事業に取り組

んでいます。
香椎川沿川は鉄道の横断、戸建て住宅やマンションが隣接していることから、地下河川方式を採用した改修を実施する

予定です。

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真

河川区域

■取り組み内容の説明

洪水氾濫対策 河川改修（地下河川） （準用河川香椎川） （福岡市の取り組み）

香椎高校

香椎宮

香椎工業高校

香椎駅周辺
土地区画整理事業

＜浸水範囲＞

：Ｓ55.8.28～31
：Ｈ11.6.29
：Ｈ21.7.24 改修区間 L=720m

H11.6.29浸水時通常時

香椎川沿川の状況

香椎高校

流入施設

改修方式：地下河川方式
改修延長：720ｍ

地下河川（シールド工事）

香椎川

香椎川

越
流
堤

逆
流
防
止

ゲ
ー
ト

地下河川 約720m

高低差

流入施設

流出施設

流出立坑

流入立坑

（上流側）

（下流側）

地下河川イメージ ※地下河川は上流側と下流側の高低差を利用した自然流下方式です。

流出施設
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近年、市街化の進展や高齢化に伴い、灌漑用途が廃止される農業用ため池が増加しています。
そこで、灌漑用途のなくなった農業用ため池については、下流河川に対する洪水負担の軽減を図ることを目的とする洪

水調節機能を持った池（治水池）に整備します。

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

雨水貯留浸透機能の向上 ため池の治水利用 （福岡市の取り組み）

集水域

◆整備対象池（予定）

南区 ）源蔵池
城南区）道手池
城南区）五ケ村池
城南区）葭池

城南区）道手池

南区）源蔵池

道手池

五ケ村池

源蔵池
葭池

洪水吐の改良

整備イメージ

源蔵池
道手池
五ケ村池
葭池

池 名 水 系 整備後洪水調節容量※

樋井川
樋井川
樋井川
樋井川

128,700m3

8,900m3

22,400m3

2,200m3

オリフィスの改良

▼豪雨時の満杯水位

オリフィス（放流孔）新設

堤体改良

洪水吐改良

▼常時水位

※整備後洪水調節容量については，現時点での計画値となり，今
後の詳細な設計等で変更となる可能性があります。
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・取組み内容の説明

農業用ため池の必要最低限の水位管理（低水位管理）や大雨時の事前放流を水利組合に依頼。

集水域氾濫域

福岡市農業⽤ため池位置図

低⽔位管理イメージ

洪⽔吐

満⽔になるまでの
余裕が⽣まれる

豪⾬時の満杯⽔位

常時⽔位

雨水貯留浸透機能の向上 ため池の有効活用 （福岡市の取り組み）

農業用ため池の必要最低限の水位管理（低水位管理）や大雨時の事前放流を水利組合に依頼し、雨水の流出抑制に取り
組んでいます。

集水域
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

市内の排水機場については、供用開始後３５年以上経過しているものもあり、施設の老朽化や更新費用の確保が課題と
なっています。

排水機場は、洪水時に確実に排水設備を稼働させる必要があることから、計画的に施設の更新・修繕を行い、突発的な
故障を未然に防いでいます。

戦略的な維持管理 排水機場の長寿命化 （福岡市の取り組み）

氾濫域

◆対象施設
東区 ）綿打川排水機場
博多区）吉塚新川排水機場
博多区）上牟田川排水機場
西区 ）田尻川排水機場
西区 ）水崎川排水機場

綿打川排水機場

上牟田川排水機場

吉塚新川排水機場

水崎川排水機場

田尻川排水機場

除塵機劣化状況

＜本市の主な取組み＞
１．福岡市河川施設アセットマネジメント実行計画（個別施設計画）の策定
２．排水機場毎の長寿命化計画の策定
３．上記計画に基づく，更新・修繕・点検の実施

主ポンプ・主原動機

東区）綿打川排水機場 博多区）吉塚新川排水機場

整備事例

更新前 更新後

＜吉塚新川排水機場＞
ゲート開閉機器の更新
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

平成11年6月などの浸水被害を受けて、「雨水整備レインボープラン博多（H16年策定）」、「雨水整備レインボープラン天
神（H21年策定）」に基づき、流下型の施設整備に加え，雨水流出抑制施設の導入を進めています。

※博多についてはH２４年に主要な施設が概成し、天神についてはH31年より第2期事業に着手(H31～R8)

内水氾濫対策 公共下水道（雨水）の整備 （福岡市の取り組み）

博多駅の地下街へ流れ込む雨水（H15）

天神周辺地区の道路冠水（H11）

博多駅周辺地区

天神周辺地区

山王公園等を活用して
雨水を約６0,000m3貯留

〈貯留施設〉

雨水排水施設
・雨水管渠
・ポンプ場

貯留施設
・雨水貯留管

・雨水調整池など

浸透施設
・浸透側溝

●雨水整備水準

〔時間雨量〕 59.1mm →79.5mm
雨水整備水準を時間雨量59.1mm（10年確率）から
平成11年6月29日の降雨である時間雨量79.5mmに引き上げ

《雨水整備水準》 79.5mm/時間

新たな対策従来の対策

59.1ｍｍ/ｈ対応

山王公園の地下に雨水貯留
施設を設置

山王２号調整池 約15,000m3

〈浸透施設〉

浸透側溝を整備することに
より，浸水対策と合流式下
水道の改善に総合的に取り
組んでいます。

〈雨水排水施設〉

雨水管渠やポンプ場の整備に
取り組んでいます。

内径5.00m

中部２号幹線最下流部

氾濫域
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被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策 福岡県

博多駅周辺地区は、これまでハード整備による雨水排除能力の向上に取り組んできましたが、さらに、想定最大規模降
雨（時間雨量153mm）においても、いのちを守り、社会経済被害を最小化することを目的に、水防法に基づき全国で初
めて水位周知下水道を指定し、内水浸水想定区域図を作成しました。

水害リスク情報の共有 内水浸水想定区域図の公表、水位周知下水道の運用等 （福岡市の取り組み）

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

地下街管理者による止水板設置（イメージ）博多駅の地下街へ流れ込む雨水（H11）

50cm未満

凡例
（浸⽔想定深）

50cm以上
100cm未満

⽔位周知下⽔道に指定

内⽔氾濫危険⽔位を設定

水位到達情報伝達のイメージ（発災時）

賑わいをみせる博多駅

水位周知下水道及び内水浸水想定区域図

大雨時に内水氾濫の浸水リスクが高まっている状況をいち早く市民や
事業者にお知らせするため，令和2年6月から下水道の水位情報の提供
を開始しました。

この情報をもとに地下街管理者は避難誘導や止水板を設置するなど，
官民が連携して地下街等の安全の向上に取り組んでいます。

〈水位周知下水道〉

〈内水浸水想定区域図〉

水位周知下水道の指定と併せて，内水浸水想定区域を指定・公表して
います。また，内水浸水想定区域や浸水深の情報について周知し，浸水時
の避難や日頃からの備えに活用していただくことを目的として，内水ハ
ザードマップを作成しています。

氾濫域
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～大陸文化の玄関口として発展してきた地域を水災害から守る圏域が一体となった流域治水の推進～
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

近年の局地的な集中豪雨による浸水被害の軽減対策の一環として、雨水の流出抑制および有効利用を図るため、雨水
貯留タンクを設置する費用を助成しています。

雨水貯留浸透機能の向上 雨水流出抑制に対する助成制度 （筑紫野市の取り組み）

氾濫域 集水域
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被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策 福岡県

水防法の改正に伴い、洪水浸水想定区域を「想定しうる最大規模の降雨による区域（L2）」に拡大したハザードマップを
作成し、令和３年８月に全戸配布しました。

新しく作成したハザードマップ等を用いながら、地域で防災出前講座を実施し、住民に対して啓発活動を実施しています。

水害リスク情報の共有
防災意識の啓発

各種ハザードマップの作成・公表
防災教育、出前講座の実施及び水防災学習の支援

（筑紫野市の取り組み）

■取り組み内容の説明

氾濫域

ハザードマップの情報を活用しながら、洪水浸水想定区域
の説明や確認、避難行動や防災気象情報についての説明
を行い、身の回りの災害危険箇所や避難所、避難経路を確
認し災害時に慌てることなく落ち着いて行動できるよう啓
発活動を行っている。
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～大陸文化の玄関口として発展してきた地域を水災害から守る圏域が一体となった流域治水の推進～

10



氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

開発行為等整備要綱に伴う雨水流出抑制を行います。（春日市内）
□有孔管の設置
□単粒砕石による埋戻

雨水貯留浸透機能の向上 開発に伴う雨水流出抑制に係る規制、指導 （春日市の取り組み）

氾濫域

■市内全域の開発行為に対して
■【例】

集水域
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

雨水管理総合計画に基づき、筒井排水区、大野東排水区、大野西排水区において、整備水準を超える降雨に対する床上
浸水の解消、床下浸水の軽減のため中長期的に公共施設等を活用し雨水貯留施設などを整備します。

内水氾濫対策 雨水貯留施設の整備 （大野城市の取り組み）

氾濫域
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

市内ため池について、大雨が予想される場合に水利組合と連携し、事前にため池の水位を下げ、雨水の流出抑制を図っ
ています。

雨水貯留浸透機能の向上 ため池の有効活用 （大野城市の取り組み）

集水域

大野城市日の浦池の低水位運用状況

○満水位から斜樋栓を1～2本開けて水位を下げるこ
とにより、大雨時に雨水を一時貯留し、洪水調整の役
割を果たしている。

○ため池の水を管理する水利組合に定例会議（年3
回）を行う毎に、また、大雨洪水警報発令時も必要に応
じ連絡を行う事で水位低下運用（事前放流）を実施し
ている。
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

老朽化した農業用水路について、計画的に修繕又は更新を行います。
老朽化したため池（附帯設備含む）について、耐震診断や劣化状況調査等を行い、計画的に修繕又は改修を行います。
灌漑用途廃止のため池について、水位を低下させ雨水の調整池としての機能を持たせます。

内水氾濫対策
雨水貯留浸透機能の向上

農業水利施設（水路）の整備
ため池の有効活用

（太宰府市の取り組み）

集水域

・素掘り水路を更新し、通水機能の維持、日常管理の
簡素化を図る。

・ため池の耐震診断や劣化状況調査を行い、決壊の
防止、貯水機能の維持を図る。
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

道路整備において歩道を透水性舗装とすることで、河川への雨水流出量を抑制します。

雨水貯留浸透機能の向上 透水性舗装の実施 （古賀市の取り組み）

氾濫域

歩道の透水性舗装

車道は通常の舗装

通常の舗装は雨水を浸透させない構造になっているのに対し、透
水性舗装は地中に雨水を浸透させます。
雨水流出抑制だけでなく、歩行者への水はね防止効果や、地下水
の枯渇化防止、地中微生物の涵養効果があります。

集水域
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被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策 福岡県

市内の雨水計画区域（市街化区域周辺）における内水地域において、「雨水出水（内水）浸水想定区域図」を作成します。
浸水想定区域図は、自然災害等により河川が満水となり内水が放流できない場合に想定される浸水範囲、・浸水深を色
分け表示したものであり、すでに公表している「防災ハザードマップ（令和2年3月）」とあわせて、浸水想定区域図をもと
に市民への情報提供等に活用します。

水害リスク情報の共有 各種浸水想定区域図（または過去の浸水実績範囲）の作成・公表 （糸島市の取り組み）

■位置図・写真

氾濫域

■取り組み内容の説明

内水浸水想定区域図のイメージ
（事例：雷山川洪水浸水想定区域図）

内水浸水想定区域の範囲

道路冠水状況 （H22.7.14集中豪雨）

道路冠水状況
（H22.7.14集中豪雨）

内水浸水想定区域図の範囲
※雨水計画区域（市街化区域周辺）
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

豪雨災害により河川が洪水氾濫し、周辺道路及び住宅地が浸水しました。
河川内の堆積土砂が著しい箇所において、緊急浚渫推進事業を活用し、堆積土砂の撤去を行い、流下能力の確保を図り

ます。

洪水氾濫対策 河川の浚渫 （那珂川市の取り組み）

河川区域
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

開発申請者に雨水浸透桝や透水性舗装の駐車場の検討などを事前協議のなかで促しています。特に、下図の浸水想定
区域における農地転用を伴う開発行為には、十分に検討することとします。

浸水想定区域内に都市計画道路整備事業を計画しており、雨水流出抑制についても検討を行っています。

雨水貯留浸透機能の向上 開発に伴う雨水流出抑制に係る規制、指導 （宇美町の取り組み）

氾濫域

浸⽔想定区域
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

雨水の調整機能を持たせるため、大雨が予想される場合に池の管理者に連絡し、事前にため池の水位を下げるよう依頼
しています。

雨水貯留浸透機能の向上 ため池の有効活用 （志免町の取り組み）

集水域

道路冠水等に影響があるため池に関しては、大雨が予想される
場合に、管理者に連絡し、事前にため池の水位を下げて運用している。

代表箇所（大塚池）

大塚池

志免町内農業用ため池 全10か所

五斗蔵交差点 志免町役場
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氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策 福岡県

■位置図・写真 ■取り組み内容の説明

平成26年度より、開発に伴う雨水流出抑制対策に係る指導を実施しています。趣旨としては、近年の集中豪雨に際し、
氾濫等の水害を未然に防ぐため、開発後の雨水の流出量が開発前の雨水の流出量以下となるよう、開発区域内におい
て抑制施設を設置して頂き、雨水の流出抑制を図っていきます。

雨水貯留浸透機能の向上 開発に伴う雨水流出抑制に係る規制、指導 （須恵町の取り組み）

氾濫域 集水域

本計画は、田を造成し、倉庫・事務所の建築を目的とし
た開発行為である。

福岡県の定める都市計画法に基づく開発行為の審査
基準の計算式において算出された流量をオンサイト式
の貯留施設にて駐車場に貯留(水色箇所)し、調整池最
終放流桝に設置したオリフィスを経由し、既存側溝へ
放流する。
直接放流(黄色箇所)については、場内舗装による勾配
調整を行い、開発地最終放流桝に誘導する。調整池の
排水も開発地最終放流管にて排水されるため、開発地
からの排水は1カ所となる。
以上のように、調整池及びオリフィスの設置により、集
中豪雨時のピーク時間をずらすことにより、一度に集
中した雨水が流出しないよう指導している。
本計画では採用していないが、他の手法として、浸透
桝及び浸透側溝など、浸透施設を設置し、雨水流出抑
制に係る規制、指導を行った事例もある。
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